
２０２４年度（令和６年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

川口学区まちづくり推進委員会 委員長 広江 文男 

  (問合せ先) ０８４－９５３－２３９３（川口交流館） 

事業内容 

（１）ふれあい事業 

①ふれあいグラウンドゴルフ大会   （10 月 20日） 

   ②２０２４川口学区民ふれあい祭   （10月 26日・27日） 

   ③冬至のかぼちゃ汁         （12月 21日） 

   ④川口学区とんど祭         （1 月 12日） 

   ⑤まちづくり講座          （通 年） 

（２）青少年育成事業 

①子ども会加入促進事業       （8月 23 日・12 月 8日・2 月 22日） 

②スポーツ雪合戦          （6月 23 日・9月 29日・1 月 26日）  
   ③少年少女親善球技大会       （7 月 21日） 

④文化伝承事業           （11 月 20日・11月 27日・12 月 4 日） 

（３）生活環境事業 

①グリーンカーテン設置事業     （6月～9 月） 

   ②環境健康出前講座         （9 月 14日・11 月 9 日） 

   ③ローカルフード学習会       （12月 16日・2 月 15日） 

④環境問題啓発事業         （8月 23 日） 
⑤ペット糞・尿対策事業       （通 年） 

（４）安心安全事業 
①自主防災訓練                     （9月 21 日・11 月 24 日)  
②防災啓発事業           （6月～2 月） 

   ③交通安全啓発事業         （3 月） 

（５）福祉事業 
①世代間交流絵画教室        （6月～3 月） 

   ②福祉講演会            （6 月 29日） 
   ③高齢者ふれあい広場        （11月 30日） 

④年末福祉訪問           （12 月 28日） 
⑤敬老行事             （9月） 

   ⑥川口ふれあいサロン事業      （11月 26日） 

（６）地域情報発信事業       （通 年） 

（７）文化財保存事業        （11月） 

（８）コミュニティ育成事業     （通 年） 

（９）まちづくり推進委員会運営事業 （通 年） 

 

 

川口学区とんど祭 

2025川口学区民ふれあい祭 

環境関連施設見学 

スポーツ雪合戦 



成 果 

 今年度の防災啓発事業は、若い世代が地域防災への関心を高めることを目標に、自主防災協議会と公衆衛生

推進協議会が話し合い、町内会・子ども会に協力を依頼して、こどもも楽しめる内容の防災学習会を学区内で

初めて巡回実施した。町内会の集会所等を会場に、全７地区、約１５０人の参加者のうち、子育て家庭が４割

以上となり、クッキングやカルタゲームで地域住民と楽しく交流しながら防災学習をすることができた。 

課 題 

 町内会等の地域団体の役員が高齢化しており、世代交代が進まず担い手不足が深刻化している。若い世代や

町内会に入会していない人は、行事への参加も少なく地域活動に対する関心が低いと思われ、身近な住民との

繋がりを持つきっかけが生まれにくくなっている。 

課題解決にむけて 

地域の人材発掘、育成だけでなく、役職のスリム化や事業内容の見直しなど、地域活動への参加のハードル

を下げることも検討していく。また、まちづくり推進委員会の公式ＨＰやＬＩＮＥの開設など、主に若い世代

に向けてデジタルで地域の情報や魅力を発信し、関心を高める取組を行っていく。 

 

 

 

 川口地区は、かつての芦田川のデルタ地帯に誕生したため、海抜が-0.2～1.1m と低く、水害リスクが

高い地域です。近年、住宅地として大きく発展し人口も増加していますが、高台等の避難場所は少なく、

昔の水害の記憶も継承されていないため、特に若い世代の防災意識が低いことに不安があります。 

 町内会、子ども会の加入者も減少傾向にあり、地域でのコミュニケーションの希薄化は災害時の避難や

被災後の復旧の遅れにもつながるため、今年度は住民交流が生まれる防災事業を積極的に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口学区 防災学習で交流が生まれるまちづくり 

防災講演会 

防災訓練 

防災を学ぼう 
～カルタ＆クッキング～ 

倉敷市真備町の被災体験談を聴きました。 

災害時要支援者の避難訓練を行いました。 

川口学区の防災リーダーが中心となり、防災カル

タゲームと防災食クッキングの体験をしました。 

また、公衆衛生推進協議会からは、簡易トイレの

使い方や災害ごみの出し方の説明もありました。 

参加したこども達からは、「もっと防災のことを

詳しく知りたい」という感想がありました。 


